
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release

２０２５年２月１７日 

令和６（2024）年度 第７回定例記者会見開催のお知らせ 

 

 
日時：2025 年２月 20 日（木）10:30～12:00 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階大会議室 

※YouTube でのライブ配信は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件連絡先＞            

総務課広報係 岡崎・太田      

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

＜記者会見項目＞ 

① 多検体・多項目同時遺伝子検査技術で健康と食の安全・安心を守る 

～遺伝子検査で守る「命」、「食」、「農」─ 未来の安全・安心社会を創る！～ 

（別紙１） 

 

② IT・AI 技術を結集した医療業務支援システムを開発しました 

～ 音声入力による AI カルテ作成と循環器画像の AI 自動診断が可能に～（別紙２）

 

③ 2024 年度 次世代半導体・センサ科学研究所シンポジウム開催 

「脳とテクノロジーの架け橋 — 半導体がつなぐ未来の可能性 — 」（別紙３） 
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２５年２月１７日 

＜概要＞ 

「知の拠点あいち重点研究プロジェクトⅣ期」の一環として、豊橋技術科学大学 機械工

学系 柴田隆行教授らの産学官連携研究グループ（龍城工業株式会社、吉田企画、株式会社

OptTech、愛知県農業総合試験場、藤田医科大学、東京慈恵会医科大学、城西大学）は、マ

イクロ流体チップテクノロジーを応用し、多検体・多項目の遺伝子検査が行える遠心送液

型の検査チップを用いた卓上型の自動検査装置を開発し、社会実装に向けて大きく前進し

ました。また、PCR 法とほぼ同等の感度・特異度を有し、かつ簡便、短時間（0.5 ～ 1 時

間）、オンサイト（現場）で利用可能な遺伝子検査プロトコル（ウイルス感染症、食物アレ

ルギー物質、有毒・違法植物、植物ウイルス）を確立し、臨床的有用性ならびに実用可能

性を実証しました。 

 

＜詳細＞ 

 SDGs 達成に向けた安全安心社会の実現に向けて、「命」、「食」、「農」に係る社会的課題

の解決に取り組む必要があります。このためには、ウイルス感染症から人々の命と健康を

守り、安全・安心な暮らしを支援する技術として、迅速・簡便・低コストにウイルス感染

症の遺伝子検査が行える技術の提供が喫緊の課題となっています。また、食の安全・安心

を守るためには、食品の製造工程を遺伝子レベルで監視し、微量な食物アレルギー物質の

意図せぬ混入を未然に防ぐことが重要となります。さらに、品質のよい農作物を効率よく

安定して生産するためには、専門知識やスキルをもたない一般の農業生産者でも、現場に

て簡便・迅速に農作物の病害検査を遺伝子レベルで行える検査技術の提供が不可欠となり

ます。 

 遺伝子検査技術としては PCR 法が代表的ですが、1 回の作業工程で多検体・多項目の同

時検査が行える既存技術はありません。今回開発した検査装置では、ユーザは検体・試薬

の混合液を検査チップに導入し、検査装置に装填するだけで、①多検体・多項目の遺伝子

検査の自動取得、②遺伝子増幅反応中の検査チップの画像色解析によるリアルタイムでの

遺伝子増幅曲線の取得、③陽性・陰性判定の自動検出、④検査チップ記載の QR コードによ

る検査項目の自動取得、が可能となっています。さらに、遺伝子検査チップのデザインと

材質を最適化し、シンプルな構造での高度な液体操作を実現したことで、量産化が可能と

なり、ディスポーザブル（使い捨て）が前提となる検査チップの低コスト化を実現しまし

た。 

 

 

多検体・多項目同時遺伝子検査技術で
健康と食の安全・安心を守る 

～遺伝子検査で守る「命」、「食」、「農」─ 未来の安全・安心社会を創る！～ 

（別紙１）
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＜開発秘話＞ 

 CD や DVD のような円盤型のマイクロ流体デバイスを使って、血液や尿などの少量のサン

プルを高速・自動で分析する技術として、Lab-on-a-Disk（ラボ・オン・ア・ディスク）の

研究開発が世界規模で盛んに行われています。本研究で開発した遺伝子検査チップも遠心

力を利用して液体（検体・試薬）を送液することで、外部ポンプを不要とし、簡便・迅速・

低コストでの多検体・多項目の遺伝子検査を実現しています。しかし、複数の反応容器に

同時に液体を充填するために苦労しました。当初は、遠心力を利用するため、検査チップ

の内側から外側に送液して反応容器に充填しようと試みましたが、ことごとく失敗に終わ

りました。成功に導いた逆転の発想は、遠心力に逆らって外側から内側に向かって送液す

る流路デザインによって、反応容器内に液体を充填させることでした。このアイデアによ

って、複数の反応容器への充填が可能となり、さらに、検体・試薬の計量（各反応容器に

正確に 3μL を充填）を同時に実現することに成功しました。 

 

＜今後の展望＞ 

 製品化の目標としては、先ずは、「食品」および「農業」分野への市場投入を目指します。

このためには、ユーザ企業に検査装置を無償貸与し、操作性と信頼性の一層の向上を図り

たいと考えています。また、医療機器メーカとの協業（OEM 生産） を模索することで、「医

療」分野への市場投入を目指します。さらに、遺伝子検査プロトコルの開発は、遺伝子検

査装置の商品価値を高める重要な要素技術であり、今後もユーザニーズや社会問題（新興・

再興感染症、環境・気候変動、食料情勢など） に応じて、検査項目の拡大を目指します。

本研究開発によって、多検体・多項目の遺伝子迅速検査技術を確立したことで、新型コロ

ナの教訓を生かし、次のパンデミックへの備えが整いました。 

 

＜論文情報＞ 

1） Daigo Natsuhara, Yuka Kiba, Ryogo Saito, Shunya Okamoto, Moeto Nagai, Yusuke 
Yamauchi, Masashi Kitamura, Takayuki Shibata, A sequential liquid dispensing 

method in a centrifugal microfluidic device operating at a constant rotational 

speed for the multiplexed genetic detection of foodborne pathogens, RSC Advances, 

14(31), 22606-22617, 2024; DOI: https://doi.org/10.1039/D4RA04055D 

2） Daigo Natsuhara, Akira Miyajima, Tomoya Bussho, Shunya Okamoto, Moeto Nagaia, 
Masaru Ihira, Takayuki Shibata, A microfluidic-based quantitative analysis 

system for the multiplexed genetic diagnosis of human viral infections using 

colorimetric loop-mediated isothermal amplification, Analyst, 149(12), 

3335-3345, 2024; DOI: https://doi.org/10.1039/D4AN00215F 
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＜特許情報＞ 

1） 遠心型送液装置、遠心型分注装置、マイクロ流路デバイスおよび検査チップ、特願

2023-040339（出願日：2023.3.15） 
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タイトル： 

マイクロ流体チップテクノロジーが拓く次世代遺伝子検査技術 

キャプション： 

遠心検査チップを用いた食物アレルギー物質の 4検体・4 項目同時遺伝子検査（上） 

複数種類の遺伝子検査を同時に行える卓上型自動検査装置（下） 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・太田 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 
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参画機関

今後の展開総　括

研究開発の概要

SDGs達成に向けた安全安心社会の実現に向けて、「命」、「食」、「農」に係る社会的課題の解決に取り組む

必要がある。このためには、ウイルス感染症から人々の命と健康を守り、安全 ・安心な暮らしを支援する技

術として、迅速 ・簡便 ・低コストにウイルス感染症の遺伝子検査が行える技術の提供が喫緊の課題である。

また、食の安全 ・安心を守るためには、食品の製造工程を遺伝子レベルで監視し、微量な食物アレルギー物

質の意図せぬ混入を未然に防ぐことが重要となる。さらに、 品質のよい農作物を効率よく安定して生産す

るためには、専門知識やスキルをもたない一般の農業生産者でも、現場にて簡便 ・迅速に農作物の病害検

査を遺伝子レベルで行える検査技術の提供が不可欠となる。

多検体 ・多項目の遺伝子検査が行える遠心送

液型の検査チップを実装した卓上型自動検査

装置を開発し、 リアルタイムでの遺伝子検査を

実現したことで社会実装に向けて大きく前進し

た。また、 PCR 法とほぼ同等の感度 ・特異度

を有し、かつ簡便、短時間（0.5 ～ 1時間）、オ

ンサイト（現場）で利用可能な遺伝子検査プロト

コル（ウイルス感染症、食物アレルギー物質、有

毒 ・違法植物、植物ウイルス）を確立し、臨床的

有用性ならびに実用可能性を実証した。

豊橋技術科学大学　教授　柴田 隆行

今後の計画について、 食品関連企業等に実機

をお渡しする分を満たすように初回生産数を

設定する。これにより使用感を確認し、製品の

ブラッシュアップを行ううえでのデータの蓄積

とマーケティングを図る。まずは農業、 食品関

係の企業へ拡販を進めることにし、 いずれ医

療機関での使用に耐えうる製品を目指す。販

売予定数を増やし、 多く作ることでコストダウ

ンを行いたい。

龍城工業㈱　代表取締役　鶴田 公彦

●　豊橋技術科学大学

●　藤田医科大学

●　東京慈恵会医科大学

●　城西大学

●　愛知県農業総合試験場

●　龍城工業㈱

●　吉田企画

●　㈱OptTech

開発成果一覧

●　多項目遺伝子検査装置の開発

●　遺伝子検査プロトコルの開発

遺伝子検査 マイクロ流体チップ多検体 ・多項目検査食物アレルギー 植物ウイルスウイルス感染症

～狙ったDNAを見える化し、潜在的なリスクを素早く察知する！

事業化リーダー

龍城工業㈱

鶴田 公彦 

研究リーダー

豊橋技術科学大学

柴田 隆行
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～いつでも、どこでも、だれでも！
    迅速・簡便・低コストの卓上型遺伝子検査装置で未来を守る～

●　お問い合わせ先 ：

●　特 許 の 有 無 ：

豊橋技術科学大学　機械工学系　柴田 隆行

shibata@me.tut.ac.jp　電話番号 ： 0532-44-6693 FAX ： 0532-44-6690

2023-040339 「遠心検査チップに関する出願中の特許１件」　及び

2024-163399 「遺伝子自動検査装置に関する出願中の特許１件」

多項目遺伝子検査装置の開発

開 発 技 術

精度の高い遺伝子検査に必要な条件の 1 つであ

る検査チップの安定した均一な加温を達成する

ために、 加温器に複数のクッション支持具を備

え、 検査チップと加温器の密着性を向上させた。

また、 検査ソフトウェアを開発し、 検査項目の自

動読取や検査結果の自動判定、 地図上での検査

データの可視化機能を実現した。 さらに、 遠心

力を利用したポンプレス送液技術と複数の反応

容器への分注技術を開発し、 多検体 ・ 多項目に

対応し、 かつ低コストでの製造が可能な検査チッ

プを実現した。
今 後 の 展 開

プロジェクト終了後１年以内の製品化を目標とし、 「食品」 および 「農業」 分野への市場投入を目指す。 こ
のため、 ユーザ企業に検査装置を無償貸与し、 操作性と信頼性の向上を図る。 また、 医療機器メーカとの
協業 （OEM 生産） を模索し、 プロジェクト終了後５年以内を目途に 「医療」 分野への市場投入を目指す。

仕　様

● 外　寸　　Ｗ： 360×Ｈ： 375×Ｄ： 360mm
　　　　　　　　　　（取手含まず）
● 重　量　　１６． １kg
● その他　　電源電圧 ：ＡＣ100Ｖ

消費電力 ： １１０Ｗ（ヒーターＯＮ時）
５０Ｗ（ヒーターＯＦＦ時）

操作 ・ 表示 ： タッチパネルモニター方式
● 検査ソフトウェア ： 遺伝子増幅曲線のリアルタイム描画

機能、 検査結果の自動判定機能、
検査項目の自動読取機能

● 検査チップ （標準品） ： 4 検体 ・ 5 項目
　（オプション ： 2 検体 ・ 10 項目、 3 検体 ・

7 項目も可能）

特　徴

● 多検体 ・ 多項目検査可
● 可搬卓上型

● 標的遺伝子の定量解析
● 短時間 「１時間以内」、 オンサイト 「現場」 利用可

成 果 概 要

遺伝子検査技術としては PCR 法が代表的ではあるが、1 回の作業工程で多検体 ・ 多項目の同時検査が行え
る既存技術はない。今回開発した検査装置では、 ユーザは検体 ・ 試薬の混合液を検査チップに導入し、 検査
装置に装填するだけで、①多検体 ・ 多項目の遺伝子検査の自動取得、②遺伝子増幅反応中の検査チップの画
像色解析によるリアルタイムでの遺伝子増幅曲線の取得、③陽性 ・ 陰性判定の自動検出、④検査チップ記載
の QR コードによる検査項目の自動取得、 が可能となった。さらに、 遺伝子検査チップのデザインと材質を最
適化し、 シンプルな構造での高度な液体操作を実現したことで、 量産化が可能となり、 ディスポーザブル（使
い捨て）が前提となる検査チップの低コスト化を実現した。

龍城工業㈱ 鶴田 公彦

㈱ OptTech 藤井 琢也

吉田企画 吉田 敦至豊橋技術科学大学 教授　柴田 隆行

SDGsSDGs
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～遺伝子検査で守る「命」、「食」、「農」 
      　　　　　　　　 ─ 未来の安全・安心社会を創る！～

●　お問い合わせ先 ：

●　特 許 の 有 無 ：

豊橋技術科学大学　機械工学系　柴田 隆行

shibata@me.tut.ac.jp　電話番号 ： 0532-44-6693 FAX ： 0532-44-6690

無

遺伝子検査プロトコルの開発

藤田医科大学 教授　井平 勝

愛知県農業総合試験場 恒川 健太

城西大学 准教授　北村 雅史東京慈恵会医科大学 教授　嘉糠 洋陸

今 後 の 展 開

遺伝子検査プロトコルの開発は、遺伝子検査装置の商品価値を高める重要な要素技術であり、今後もユーザニー

ズや社会問題 （新興・再興感染症、環境・気候変動、食料情勢など） に応じて、検査項目の拡大を目指す。 また、

多検体 ・ 多項目の遺伝子迅速検査技術を確立したことで、 新型コロナの教訓を生かし、 次のパンデミックへの

備えが整った。

特　徴

①臨床検体 （鼻腔スワブ） を用いた新型コロナ

ウイルスの検査において、 リアルタイム PCR

と 同 等 の 性 能 （感 度 87.6%、 特 異 度

100%） を実現した。

②臨床検体 （皮膚ぬぐい液） を用いたヘルペス

ウイルス 3 種の多項目同時検査を実現し、 リ

アルタイム PCR と同等の性能 （感度 90 ～

100%、特異度 96 ～ 100%） を実現した。

③食物アレルギー物質 7 種、 有毒 ・ 違法植物

3 種 の 高 感 度 （1 ～ 10 pg） ・ 迅 速 検 査

（30 分以内） を実現した。

④愛知県で発生事例が確認されている植物ウイ

ルス （ウリ類 7 種、 トマト 5 種、 花き 3 種）

の迅速検査 （30 分以内） を実現した。

成 果 概 要

①臨床検体を用いたウイルス感染症 （新型コロ

ナウイルス、ヘルペスウイルス）の検査プロトコ

ルを開発し、 遺伝子検査チップの臨床的有用

性を実証した。

②食物アレルギー物質（小麦、 そば、 落花生、 ウ

シ、ニワトリ、甲殻類（エビ ・ カニ））、有毒 ・ 違

法植物（トリカブト、イヌサフラン、大麻草）、植

物ウイルス（ウリ類：キュウリ・メロン・スイカ、

トマト、 花き類 ： キク等） の検査プロトコルを

開発し、 遺伝子検査チップの実用可能性を実

証した。

SDGsSDGs
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研究開発テーマ名

健康と食の安全・安心を守る
多項目遺伝子自動検査装置の開発
〜狙ったDNAを⾒える化し、潜在的なリスクを素早く察知する！〜

プロジェクト名： プロジェクトSDGs
研究開発分野 ： 感染症対策・ライフサイエンス

□研究リーダー： 柴田 隆行（豊橋技術科学大学 教授）
□事業化リーダー： 鶴田 公彦（龍城工業株式会社 代表取締役）
□参画機関：

豊橋技術科学大学、龍城工業(株)、吉田企画、(株)OptTech、
東京慈恵会医科大学、藤田医科大学、城⻄大学、愛知県農業総合試験場

吉田企画

城⻄⼤学
生薬学研究室

2025.2.20 TUT定例記者会見

研究テーマの概要
■研究テーマの背景・課題

「あいち科学技術・知的財産アクションプラン2025」に鑑み、
『SDGs達成に向けた安全安心社会の実現』に向けて、
「命」、「食」、「農」に係る社会的課題の解決に取り組む必要がある。

2

(+)

(+) (+)

(+)

(+)
(+)

検体A

検体B

遠心検査チップ
（Lab-on-a-Disc）

マイクロピペット
で検体セット

(+) (+)

(+)

送液・加温・検出の自動化

検出用カメラ

加温用ヒーター

送液用モーター

USB出⼒

CDドライブ型の
デバイス挿入口

タッチパネル

電源ボタン

検査装置の
イメージ図

迅速・簡便・低コストに、
いつでも、どこでも、だれでも

手軽に多検体・多項目の遺伝子検査を実現

検査チップ

健康と食の安全・安心を守る

⼩⻨ そば 落花⽣

卵 牛乳 えび かに

食物アレルギー

食

有毒・違法植物検体採取
（鼻腔スワブ）

COVID-19︖

インフルエンザ
A型︖ B型︖

ヘルペスウイルス
1型︖ 2型︖

命

ウイルス感染症

農

植物ウイルス

農作物病害
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(＋)(－)
(－) (＋) (－)

サンプル
（DNA検体）

遺伝子検査工程（従来法と本提案技術との比較） 3

従来の遺伝子検査手法

試薬調整 サンプル添加 加温
（遺伝子増幅）

1種類のウイルスごとに
検査を⾏う必要がある

ミニ恒温機
（60~65℃）

1時間程度新型コロナ インフルB
インフルA

新型コロナ インフルB
インフルA

全ての工程で専門技術者の作業が必要

LAMP法（等温遺伝子増幅法の一手法）

陽性判定

(－) (+)

マルチプレックス遺伝子検査チップ

試薬の混合，加温（遺伝子増幅），判定までを一括で実施

特殊な装置や専門知識・スキルを必要とせずに、1回の操作（1検体1作業工程）で，
簡便・迅速・オンサイト（現場）で，複数種類の遺伝子検査を同時に⾏える技術

✓複数項目を同時検査

✓迅速・簡便な検査（1時間以内）

✓検査結果を自動判定

マイクロ流体制御技術
×

等温遺伝子増幅法（LAMP法）

遺伝子抽出

遺伝子抽出

検体採取
（鼻腔スワブ）

COVID-19

変異株？
α, β, γ, δ

インフルエンザ
A型？ B型？

複数の標的遺伝子をまとめて一度に検査！

⻑時間＋⾼コスト（検査技師不⾜）

プライマー（標的遺伝子を増幅させるための短鎖DNA）の種類を変えて、検査対象の遺伝子を検出

プライマー

複数種類のプライマーを反応容器に予め固定
（検査対象の種類を自由自在にカスタマイズ可能）

本提案技術

4/24

遠心検査チップ（食物アレルゲン4検体･4項目検査）4

プライマー
W：⼩⻨
P：落花生
C：ニワトリ
B：ウシ
N：ネガコン

10mm

1500 rpm

分注時間：約20s

注入リザーバ
（サンプル･試薬）

30 µL

0

5

10

15

20

0 10 20 30 40 50 60

色
相

角
度

変
化

量
（
Δh

）
de

g.

反応時間 min

⼩⻨

落花生

ニワトリ

ウシ

遺伝子増幅曲線

10mm

⼩⻨
（100 pg/µL）

ウシ
（100 pg/µL）

ニワトリ
（100 pg/µL）

60°C, 60 min

陰性

陽性

B

W

P

C

城⻄⼤学
生薬学研究室

4検体･4項目同時検査

特願2023-040339

落花生
（100 pg/µL）

カメラ

照明

コンピュータ

検査チップ

自動色解析システム

ウォーターバス

① Tt = 22.6 min

③ 24.4
④ 16.8

② 15.9

（直径70mm）
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遠心検査チップ（検量線︓4検体･1項目検査） 5

0

5

10

15

20

25

0 10 20 30 40 50 60
色

相
変

化
量

（
Δ

h）
de

g
反応時間 min

[n=3]

10mm

①
1000 pg/µL

① Tt = 14.4±0.36 min

④
1 pg/µL

③
10 pg/µL

②
100 pg/µL

③ 21.2±0.82
④ 27.9  [n=1]

擬陽性

R² = 0.9146

10

15

20

25

1 10 100 1000 10000

Tt
 値

m
in

DNA濃度 pg/µL

R² = 0.9395

10

15

20

25

30

0.1 1 10 100 1000 10000

Tt
値

m
in

DNA濃度 pg/µL

[n=3] [n=3]

※1 pg/µL（n=1）

② 16.0±0.40

擬陽性

検量線 検量線

60℃, 60min

ウシDNA

検出限界

特願2023-040339

Tt 値

遺伝子増幅曲線

リアルタイムPCRと同等の機能を実現
遺伝子濃度の定量

6/24

自動遺伝子検査装置（知の拠点あいちⅣ期）
6

■遺伝子検査ソフトウェア

遺伝子増幅曲線

検査チップ
（4検体･5項目）

Φ 75 mm

送液ユニット
封止ユニット

撮像ユニット

加温ユニット

CCDカメラ

LED照明

操作･表示パネル

360(W)×360(D)×375(H)，16.1kg

吉田企画

検査チップ

操作･表示パネル

検査チップ■遺伝子検査装置

 遺伝子増幅曲線の
リアルタイム描画機能

 検査結果の自動判定機能
 検査項目の自動読取機能

特願2024-163399
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遺伝子検査ソフトウェア（知の拠点あいちⅣ期）
7

 検査項目の自動読取機能

 地図上への検査結果の可視化機能
QRコード

8/24

遺伝子検査プロトコルの開発 8

手のひらサイズのチップ上での 複数種類の遺伝子情報を簡便かつ迅速に検査
検査対象（紫文字：実証済み，赤文字：新規開発中）共同研究先

●蚊媒介性ヒト感染症（デング熱，ジカ熱） ［2017.5.1〜研究開始］
●ウイルス感染症（新型コロナウイルス (→ 臨床検体)，インフルエンザA型ウイルス等）

東京慈恵会医科大学
嘉糠 洋陸 教授

●ヒトヘルペスウイルス（3種）［HSV-1，HSV-2，VZV (→ 臨床検体) ］藤田医科大学
井平 勝 教授

●有毒植物（トリカブト，イヌサフラン等）／●違法植物（大麻草†）［科学警察研究所］
●食物アレルギー物質（⼩⻨，そば，落花生，くるみ，卵 (ニワトリ)，牛乳 (ウシ)，えび・かに）
●食中毒病害物質（細菌性食中毒：腸炎ビブリオ菌，サルモネラ菌，カンピロバクター菌，

腸管出血性大腸菌，⻩⾊ブドウ球菌，ウェルシュ菌 ／ ウイルス性食中毒：ノロウイルス）

城⻄大学
北村 雅史 准教授

（†印：山室 匡史 主任研究官）

●植物ウイルス＊［トマト1種：TYLCV，キュウリ4種：CCYV，MYSV，KGMMV，CMV］
●害虫（4種）＊［アザミウマ2種，コナジラミ2種］
●植物ウイルス‡［ウリ類：3種、トマト：4種、花き（キク等）：3種］＋既開発：5種

愛知県農業総合試験場
（＊印：知の拠点あいちⅢ期）
（‡印：知の拠点あいちⅣ期）

国際的な健康安全保障を実現

NO MORE
パンデミック

狙ったDNAを⾒える化し、
潜在的なリスクを素早く察知する︕

臨床的有用性

実用可能性

リアルタイムPCRと同等の感度・特異度を有することを実証
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事業化の見通し（市場予測と今後の課題） 9

検査装置：ユーザ企業（大手食品メーカなど）に検
査装置を無償貸与し、操作性と信頼性の向上を図る。

検査ソフトウェア：ユーザ視点に基づくユーザイン
ターフェイスの改善とユーザビリティの向上を図る。

検査チップ：ユーザニーズに応じて標的遺伝子のプ
ライマーを予め固定化する自動滴下装置を開発する。

検査プロトコル：ユーザニーズや社会問題（新興・
再興感染症、環境・気候変動、食料情勢など） に応
じて、検査項目の拡大を目指す。

■課題（社会実装に向けた取り組み）

 本提案技術（遺伝子検査チップ）のターゲット市場（医療分野）は150億米ドル
（2025年）と予測されている。

 その1%のシェアを獲得できれば、1.5億米ドル（230億円）となる。また、
CAGR（年平均成⻑率）14%と市場は急速に拡大している。

 将来（2036年）、オフライン検査市場（医療機関での検査35%）をオンライン
検査市場（個人が自宅で検査65%）が上回ると予測されている。

 食品分野、農業分野へのマイクロ流体チップ（遺伝子検査）の応用展開は、本技
術による新規市場開拓となる。

多検体・多項目同時検査

https://www.sdki.jp/reports/global-
genetic-testing-market/114568

https://www.semi.org/en/blogs/technology-trends/covid-19s-impact-on-the-
microfluidics-industry-one-shot-or-long-term-opportunity-1

本技術に関する情報

• Daigo Natsuhara, Yuka Kiba, Ryogo Saito, Shunya Okamoto, Moeto Nagai, Yusuke Yamauchi, Masashi
Kitamura, Takayuki Shibata, A sequential liquid dispensing method in a centrifugal microfluidic device
operating at a constant rotational speed for the multiplexed genetic detection of foodborne pathogens,
RSC Advances, 14(31), 22606-22617, 2024; DOI: https://doi.org/10.1039/D4RA04055D.

• Daigo Natsuhara, Akira Miyajima, Tomoya Bussho, Shunya Okamoto, Moeto Nagaia, Masaru Ihira,
Takayuki Shibata, A microfluidic-based quantitative analysis system for the multiplexed genetic
diagnosis of human viral infections using colorimetric loop-mediated isothermal amplification,
Analyst, 149(12), 3335-3345, 2024; DOI: https://doi.org/10.1039/D4AN00215F.

■学術誌論⽂

■本件に関する連絡先
研究担当︓ 機械工学系 教授 柴田 隆⾏ TEL:0532-44-6693, shibata@me.tut.ac.jp

産学連携担当︓ RAC 主任URA 森 昌吾 TEL:0532-44-1561, s-mori@rac.tut.ac.jp

柴⽥隆⾏，夏原大悟，齋藤亮吾，岡本俊哉，永井萌土，「遠心型送液装置、遠心型分注装置、
マイクロ流路デバイスおよび検査チップ」，特願2023-040339.

■特許

10
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release

2025 年２月 17 日 

「知の拠点あいち重点研究プロジェクトⅣ期」

IT・AI 技術を結集した医療業務支援システムを開発しました 

～ 音声入力による AI カルテ作成と循環器画像の AI 自動診断が可能に～ 

１ 開発の背景    

日本では高齢化により、医療を必要とする人は増加の一途をたどっています。しかし医療

従事者の不足が予想されることから、医療従事者の負担増大と、医療を受ける側も十分な医

療を受けられないといった問題が懸念されています。医療従事者の負担を軽減するためには、

IT 技術で医療を高度化・効率化することが必要であり、IT・AI 専門の研究者・医学専門家・

医療従事者・システム開発者が一体となって実現する必要があります。 

本研究では、近年劇的な進化を遂げている IT・AI 技術（音声認識、画像認識、生成 AI な

ど）を活用し、医療従事者の負担を軽減する具体的方策として、①看護師や医師による患者

の回診・問診・診察時の負担の軽減、②医師や技師による疾病診断の支援に取り組みました。 

 

 

 

 

愛知県と公益財団法人科学技術交流財団（豊田市）では、産学行政連携の研究開発プロ

ジェクト「知の拠点あいち重点研究プロジェクト※1Ⅳ期」を 2022 年度から実施していま

す。 

この度、「プロジェクト DX※2」の研究テーマ「IT・AI 技術を結集したスマートホスピタ

ルの実現※3」において、豊橋技術科学大学（豊橋市）の北岡
きたおか

 教
のり

英
ひで

教授、愛知県立大学（長

久手市）、名古屋市立大学（名古屋市）、豊橋ハートセンター（豊橋市）、株式会社イマジ

ナリー（名古屋市）、株式会社ヴィッツ（名古屋市）、株式会社フェロー（豊橋市）らの研

究グループが、IT・AI 技術を結集して、①音声入力による AI カルテ作成支援システム、

②循環器画像からの AI 自動診断システムを開発しました。 

「音声入力による AI カルテ作成支援システム」では、音声入力された問診結果を自動

的にカルテ様式に変換して入力することができます。また、「循環器画像からの AI 自動

診断システム」では循環器画像から、心臓狭
きょう

窄
さ く

疾患や心臓の石灰化の有無の判定を自動

で行い可視化することができます。これらのシステムにより、医師、看護師らの医療業務

の効率化と負担軽減が期待できます。 

今後は、豊橋ハートセンターを始めとする病院での実証実験を繰り返し、社会実装に

向けてブラッシュアップを重ねることで医療現場における活用を目指します。 

（別紙２）
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２ 開発の概要 

（１） 音声入力による AI カルテ作成支援システムの開発 

音声認識と大規模言語モデルを活用した AI カルテ作成支援システムを開発しました（図

1）。深層学習に基づく音声認識を、独自の手法により医療用語発話に適応させました。また

大規模言語モデルを医療用に適応させた独自モデルを構築しました。これらを用いることに

より、音声入力された問診の結果を音声認識し、自動的にカルテ様式に変換できます。スマー

トフォンアプリに入力した音声を、自動的にカルテに反映させるシステムを構築し、豊橋ハートセン

ターのカルテシステムと連動させました。本システムを用いた回診時の発話の認識性能として、

90%を達成しました。 

病院でのスマートフォンアプリを用いた実証実験では、従来のパソコン上での入力より高速か

つ効率的に、電子カルテ入力が可能でした。今後は、特に医療用語の認識性能を向上させ、

医療現場における活用を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 音声入力による AI カルテ作成支援システム 

 

（２） 循環器画像からの AI 自動診断システムの開発 

深層学習に基づき医用画像を解析し、心臓狭窄疾患および石灰化の有無を自動で判定可能

なシステムを開発しました（図 2）。本技術では、深層学習モデルを用いることにより、患者に

負担がかかる造影剤が不要な単純 CT 画像から自動的に、狭窄の有無や、石灰化を定量化したカ

ルシウムスコアを推定することに成功しました。本システムの健常者と心臓狭窄症患者との判別技

術により、90%以上の判別が可能になりました。 

また CT 画像をシステムに入力すると、診断結果が画像と文字で表示される可視化システムを構

築し、医療従事者が容易に利用可能になりました。 

今後さらなる実証実験により、認識性能を向上させ、医療現場における活用を目指してい

きます。 

 

（スマートフォンアプリ） 
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図２ 循環器画像からの AI 自動診断システム 

     

３ 期待される成果と今後の展開 

本研究プロジェクトでは、IT・AI 技術を結集して、①音声入力による AI カルテ作成支

援システム、②循環器画像からの AI 自動診断システムの開発を進めてきました。 

「音声入力による AI カルテ作成支援システム」では、医療現場において、特に看護師や医

師による患者の回診・問診時の負担を軽減できることから、患者とのコミュニケーションを

活性化し、患者側に寄り添った形の医療を実現することに役立ちます。 

「循環器画像からの AI 自動診断システム」では、医師や技師が容易に活用可能な仕様でシ

ステムを構築することができ、より正確な診断かつ診断時間の短縮が可能になり、疾病診断

を支援することに役立ちます。 

今後は豊橋ハートセンターを始めとする病院において実証実験を繰り返し、社会実装に向

けてブラッシュアップを重ね、医療現場における活用を目指していきます。 

なお、本発表内容の詳細について、2 月 20 日(木)10 時 30 分より、豊橋技術科学大学定例

記者会見において、北岡教英教授により説明があります。 

 

４ 社会・県内産業・県民への貢献 

社会への貢献 医療従事者の負担を軽減することができ、かつより正確な診

断が実現できることから、従来不十分であった患者側に寄り

添った形での医療を実現できる。 

県内産業への貢献 県内の医療関係企業と早期に取り組むことにより、本技術の

特徴を理解し、県外より先行して事業化できる。 
県民への貢献 愛知県での医療現場等において、医療従事者の負担を軽減す
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ることに役立つ。先行して県内で実証実験を行うことにより、

本技術の特徴及び利点がより早期に理解できる。それにより、

県への導入もスムーズに実行でき、医療現場での実施も早期

に可能になる。 

  

５ 問合せ先 

【重点研究プロジェクト全体に関すること】 

あいち産業科学技術総合センター 企画連携部企画室 

担 当：日渡、佐藤、村上 

所在地：豊田市八草町秋
あ き

合
あ い

1267 番 1 

電 話：0561-76-8306 

 

公益財団法人科学技術交流財団 知の拠点重点研究プロジェクト統括部 

担 当：佐野、安藤、金田 

所在地：豊田市八草町秋合 1267 番 1 

         メール：juten-dx@astf.or.jp 

         電 話：0561-76-8370 （＊原則、メールにてお問合せ下さい） 

 

【本開発内容に関すること】 

国立大学法人豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 

担 当：北岡 教英 

所在地：愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1 

電 話：0532-44-6878 

 

【用語説明】 

※１  知の拠点あいち重点研究プロジェクト 

   付加価値の高いモノづくりを支援する研究開発拠点「知の拠点あいち」を中核に大学

等の研究シーズを活用したオープンイノベーションにより、県内主要産業が有する課題

を解決し、新技術の開発・実用化や新たなサービスの提供を目指す産学行政の共同研究

開発プロジェクト。2011 年度から 2015 年度まで「重点研究プロジェクトⅠ期」、2016 年

度から 2018 年度まで「重点研究プロジェクトⅡ期」、2019 年度から 2021 年度まで「重

点研究プロジェクトⅢ期」を実施し、2022 年 8 月から「重点研究プロジェクトⅣ期」を

実施しています。 
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「重点研究プロジェクトⅣ期」の概要 

実施期間 2022 年度から 2024 年度まで 

参画機関 16 大学 7研究開発機関等 88 社（うち中小企業 59社） 

（2024 年 12 月時点） 

プロジェクト名 ・プロジェクト Core Industry 

・プロジェクト DX 

・プロジェクト SDGs 

 

※２ プロジェクト DX 

研究テーマ 【研究開発分野】デジタルテクノロジー・ICT 

D1 モノづくり現場の試作レス化/DX を加速するトライボ CAE 開発 

D2 DX と小型工作機械が織り成す機械加工工場の省エネ改革 

D3 MI をローカルに活用した生産プロセスのデジタル革新 

D4 IT・AI 技術を結集したスマートホスピタルの実現 

【研究開発分野】ロボティクス 

D5 繊維産業に於ける AI自動検査システムの構築に関する研究開発 

D6 〈弱いロボット〉概念に基づく学習環境のデザインと社会実装 

D7 愛知農業を維持継続するための農作業軽労化汎用機械の開発と普及 

【研究開発分野】自動車・航空宇宙等機械システム（ソフト） 

D8 自動運転技術のスマートシティへの応用 

D9 自動運転サービスを実現する安全性確保技術の開発と実証 

参画機関 7 大学 4 研究開発機関等 30 社（うち中小企業 19社）（2024 年 12 月時点） 

 

※３ IT・AI 技術を結集したスマートホスピタルの実現 

研 究 リ ー ダ ー 豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 教授 北岡 教英 氏 

事 業 化 

リ ー ダ ー 

株式会社イマジナリー 大西
おおにし

 秀 一
しゅういち

 氏 

株式会社フェロー 鈴木
すずき

 賢
けん

太朗
たろう

 氏 

参 加 機 関 

〔大学〕豊橋技術科学大学、名古屋市立大学、愛知県立大学、豊橋ハートセ

ンター 

〔企業〕株式会社イマジナリー、株式会社ヴィッツ、株式会社フェロー 
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IT・AI技術を結集した
医療業務支援システムを開発

～音声入力によるAIカルテ作成と
循環器画像のAI自動診断を可能に～

豊橋技術科学大学 情報・知能工学系
北岡教英

音声AI・画像AIの利用による
医療業務支援システム

音声入力
AI電子カルテ作成支援システム AI自動診断システム

音声入力

電子カルテ

心臓CT画像

診断結果

本研究開発は知の拠点あいち重点研究プロジェクト第Ⅳ期
「プロジェクトDX」の一つとして実施されました。
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2/2５

研究開発の目的

2

スマートフォンアプリ
電子カルテとの連動

通常CTからの病変検出
病変箇所の可視化

AI音声入力
電子カルテ作成支援システム AI自動診断システム

医療分野でのIT技術の活用可能性を証明
スマートホスピタルのモデルケースを構築

回診・問診の負担・時間の削減

支援①

疾病診断の負担削減

支援②

3/2５ 3

開発体制・役割分担

■AI音声入力電子カルテ作成支援システム

■AI自動診断システム

プロジェクトリーダー：北岡教英
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4/2５

音声入力AI電子カルテ作成支援システム

4

音声認識結果を大規模言語モデルにより
即座に構造化し、電子カルテに転送

音声認識
サーバ

音声入力
iPhoneアプリ

電子カルテシステム

構造化サーバ
（生成AI）

5/2５

音声入力の動作の様子
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6/2５

AI自動診断システム
非造影CTデータから
カルシウムスコア分類

非造影CTデータから
心臓狭窄症患者の判定

診断画像

造影剤を使わないCT
からの病症の発見を実現
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

 

２０２５年２月１７日 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学 次世代半導体・センサ科学研究所（IRES²）は、従前のエレクトロニク

ス先端融合研究所を機能強化し、2023 年 4 月 1 日に設立した新たな研究所です。次世代半

導体技術及びセンシング技術を基盤とした「エレクトロニクス革新技術」を、ロボティクス、

情報通信、ライフサイエンス、農業工学、環境、防災及び次世代モビリティなどの先端的応

用分野との融合研究を通じて、社会実装にまで展開するとともに、国内外の課題解決の貢献

に取り組んでいます。 

 本研究所では毎年シンポジウムを開催し、招待講演・研究パネル展示を通じて成果の発信

をしています。本年度は、「脳とテクノロジーの架け橋 — 半導体がつなぐ未来の可能性 —」

と題し、第一線でご活躍の講師による招待講演を中心とした 2024 年度次世代半導体・セン

サ科学研究所シンポジウムを開催します。 

地域の企業、自治体の方々やご興味のある方にぜひご来場いただければと存じます。 

 

＜日程等＞ 

◆日程・会場 

・日時：2025 年 3月 3日(月) 13：30～17：35 

・会場：穂の国とよはし芸術劇場 PLAT 

     （講演：アートスペース ポスターセッション：創造活動室 A） 

〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町 123 番地 

◆プログラム：別紙案内のとおり 

◆申込方法 

以下の「2024 年度 次世代半導体・センサ科学研究所シンポジウム」web サイトから申

込みをお願いいたします。 

https://www.eiiris.tut.ac.jp/blog/research-activities/event-

calendar/250303_ires2symposium/ 

・申込締切：2025 年 2 月 24 日（月） 

※ただし、締切後も可能な限り対応させていただきます。 

 

 

 

2024 年度 次世代半導体・センサ科学研究所シンポジウム開催
「脳とテクノロジーの架け橋 — 半導体がつなぐ未来の可能性 — 」 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・太田 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

（別紙３）
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（別紙４） 

令和７年（2025 年）度 定例記者会見日程 
 

第１回  ４月１８日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第２回  ６月２０日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第３回  ８月 ８日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第４回 １０月１７日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第５回 １２月 ５日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第６回  ２月２０日（金） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

 

コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、オンラインにて開催することもあります。 

定例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

以 上 


